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1. V. Reckbing hausen氏病に合併した直腸
癌の 1例
l技大第2外科
三沢恵一・国村洋一
患者-17才男子， 20才頃より両下肢に鈍痛を来し，両
側ド腹部lこ腫癒を認めていた．昭和35年lζ頚部lζ鶏卵
大の腫痛を認め当科lとて左腹部の腫癌と併せて摘出し
ている．両者共組織学的に神経線維腫であった．腹部
の腫胞は後腹膜腔のもので重さ山（｝gr，右側腫癌との
連絡はない．昭和42年8月頃より血｛更を来し本年2月
lζ当科l乙入院した．家族歴で兄弟8人中4人lζRH病
を思わす腫癒を認めている．
現症：前胸部に黒褐色小色素斑を多数；出む．注腸透
視にて直腸右援に大きな陰影欠損を認む．手術は単孔
式人工H工門造設術を行なった．組織学的には直腸の管
状腺癌であった．
両側後腹膜腫湯を部分症として伴なったRH病患者
に直腸癌を合併した 1例を報告した．
